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研究成果の概要（和文）： 

 

フランスにおける事例を出発点としつつ、各国文学の研究者たちと活発に意見を交換す

ることで、文学と映画の相互関係を多様な視点からグローバルに捉えることができた。そ

の成果を『文学と映画のあいだ』と題する共同論集にまとめ、平成 24 年度に東京大学出

版会より刊行する予定である。文学と映画がいわば両輪をなして物語芸術の新たな地平を

切り開いてきた様相を明らかにする、ユニークな意義をもつ論集となるはずである。論文

執筆、翻訳刊行、そして実作者との交流においても豊かな成果を上げることができた。 

 

研究成果の概要（英文）： 

 

Using case studies in France as a starting point, I held a series of lively discussions with 
researchers in the field of literature from a range of countries, which enabled me to gain a global 
understanding of the interrelationship between French literature and films from diverse 
perspectives. The results of these discussions were collected in the joint study entitled “Between 
Literature and Movies”, which is set to be published during FY 2012 by Tokyo University Press. 
This unique collection of papers should help demonstrate how a so-called close interconnected 
relationship between literature and films has served to open up new horizons in narrative art. My 
work in this area has also allowed me to obtain rich results in respect to writing papers, publishing 
translations, and networking with writers and film makers. 
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１．研究開始当初の背景 

 文学と映画が相互に及ぼしてきた影響関

係の実態を明らかにするような研究は、これ

までさほど行われてこなかった。映画発祥の

地であるフランスは、1900 年代に「フィル

ム・ダール（芸術映画）」運動が起こったこ

とが示すとおり、映画と他の芸術領域、とり

わけ文学・演劇との結合に熱心な国である。

ところがそれらの相関をめぐる本格的な研

究はあまり存在しなかった。現代的な映画理

論の先駆者アンドレ・バザンによる『映画と

は何か』には、小説の映画化を分析した画期

的論文「不純な映画のために」が含まれる。

しかしその後、バザンの問題提起を正面から

受け止める成果はあまり見られない。 

 他方、日本におけるフランス文学研究にお

いても、映画を視野に入れて、文学とのあい

だの相互作用が論じられることはきわめて

稀だった。その空隙を埋める研究を企図した

ゆえんである。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、文学と映画のあいだに作用し続

けてきた強力な相関関係のダイナミズムを

照射することにより、日仏の文学・映画研究

における大きな欠落を補うことを目的とす

る。具体的には、19、20 世紀フランス文学

がフランスの映画作家たちにとってどのよ

うに創造の糧となり、いかなる映画表現を生

み出していったかを跡づけると同時に、20

世紀フランス文学に映画がいかなる刺激を

与え、従来の小説のエクリチュールを刷新す

る可能性を開いたかを検討する。すなわち、

一方では映画史上の大監督たちにおける文

学体験の意味を考え、文学作品の読解を出発

点とする映画製作のあり方を明らかにする

とともに、他方では、作家が映画監督となる

事例をその象徴的ケースとして、20 世紀の文

学者にとって映画が及ぼし続けた魅惑と影

響のありかを具体的に浮き彫りにしていく。 

 研究代表者はこれまで、ジェラール・ド・

ネルヴァルを中心とする 19 世紀フランス・

ロマン主義文学を主たる研究対象としてき

た。しかし同時に映画にも強い関心を抱き、

フランス映画史上に屹立するシネアストと

いうべきジャン・ルノワールの世界に魅せら

れて著書『ジャン・ルノワール 越境する映

画』（2002）を刊行した。この著作はサント

リー学芸賞を授けられるなど好評を博した

が、ルノワールがナチス侵略を逃れてハリウ

ッドに亡命したのちを主に扱ったものであ

り、彼がフランスで、ゾラやモーパッサンら、

自然主義作家を次々に映画化することをと

おして自らのスタイルを確立した 1930 年代

の仕事についてはほとんど論じておらず、そ

の側面からさらに考察を深める必要を痛感

していた。本研究はそうした内的必然性にも

支えられている。 

 

３．研究の方法 

 本研究は、フランス文学と映画を結ぶダイ

ナミックな相互関係を、その双方向性に注目

して総合的にとらえようとするものである。

方法としては具体的に以下の５点を考え、そ

れに従って研究を推進する。 

まず必要なのは、①文学作品の映画化に関

するできるかぎり網羅的なフィルモグラフ

ィーの作成である。研究遂行のために欠かせ

ない基礎作業として、19、20 世紀フランス文

学の作品を原作とするフランス映画を、映画

史の流れに即してリストアップしコーパス

を作成する。そのうえでビデオ、DVD を可能

な限り幅広く入手するとともに、それらの作

品に関する文献資料の収集にも力を注ぐ。 

 それと並行して、②各研究担当者が自らの

専門および関心に即して、個々の事例に関す

る分析、考察を進めていく。ジャン・ルノワ

ール、ロベール・ブレッソンといった最重要

と目される監督における文学から映画創造

へのメカニズムを探るかたわら、ル・クレジ

オやジャン＝フィリップ・トゥーサンら現代

作家における映画体験の重要さを分析。③そ

れらの研究を論文にまとめ、またシンポジウ

ムや講演会を開催、成果を発信することに努

める。④さらに、このテーマに関してフラン

スを中心に各国の研究者との意見交換を密

に行い、映画研究と文学研究をクロスさせて

展開させるための国際的なネットワークの

構築をめざす。⑤同時に、日本国内のフラン

ス文学関係以外の外国文学者、国文学者との

交流も重ねることで、多様かつ広角的な視点

に立って「文学と映画」をとらえる可能性を

探っていく。 

 

４．研究成果 

フランス文学と映画の相互関係を、そのダイ

ナミックな双方向性に注目して総合的にと

らえようとする本研究にとって、さまざまな

分野の専門家たちの協力を仰いでの共同研

究、およびシンポジウムの実現は大きな目標

の一つだった。東日本大地震により、海外の

研究者を招聘し交流、意見交換を行う計画を

断念せざるを得ない事態となったのはまこ

とに残念であった。しかしその分、国内の文

学・映画研究者との交流は当初考えていた以

上に緊密に重ねることができ、フランス文学

と映画のみではなく、より広く「文学と映画」

をめぐり、とりわけ近代小説と映画が相互に

及ぼしあった刺激の大きさを多様な視点か

ら捉えることができた。『文学と映画のあい

だ』と題する共同論集に成果をまとめ、平成

24 年度に刊行の予定である。本研究に参加し



たメンバーに加え、アメリカ、イギリス、ド

イツ、中国、ロシアなど各国の文学・文化の

日本人専門家たちがさまざまな事例にもと

づきつつ、文学と映画が切り開いてきた物語

芸術の新たな地平を明らかにする、意義ある

論集となるはずである。また研究代表者およ

び研究分担者は各自、担当分野に関する研究

を深め、具体的な成果を上げることができた。

アンドレ・バザンの『映画とは何か』翻訳の

完成（平成 25 年刊行予定）、ル・クレジオの

映画論集翻訳の完成（平成 24 年初夏刊行予

定）、映画的技法の小説における重要な一例

であるボリス・ヴィアンの『うたかたの日々』

翻訳の出版（平成 23 年）、アメリカで出版さ

れるフランソワ・トリュフォー論集への寄稿

（平成 24 年秋刊行予定）などはその一部で

ある。フランスの作家たちへの取材調査に関

しても、ル・クレジオを招聘して講演会を開

催し（平成 21 年 11 月 29 日）、作家本人の口

から日本映画、とりわけ溝口健二の作品が彼

にとっていかに決定的な「発見」であったか

を詳しく聞くことができた。また平成 24 年 3

月のフランス出張時には、ルーヴル美術館で

映画作品を含むビジュアル・アート作品の展

示を開催中のジャン＝フィリップ・トゥーサ

ンと会見、現代作家にとって映像表現がもつ

創造的意義をくわしく聞くことができた。本

研究で得た事柄をもとに今後もより思考を

深め、新たな視点を構築していきたいと考え

ている。 
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